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10月 28日 、新しい岡山県知事が

決まつた。投票結果は次のとおり

当選 伊 原木隆太  358,564
-井 あきこ  188,089

大西幸-   33,577

山崎俊一郎   13,893

投票率 38、64%

党岡山県連合は、石井県政4期の総

括と①憲法を活かした県政②働く人

たちをはじめ、子どもや女性 ・高齢

者ほやさしい県政、の基本認識で臨
んできた。 「決められなしヽ国会によ

り政治不信がまん延している。その

ことが新人対決でありながら、知事

選の投票率を低下させたと思う。地

方交付税の運延、補助金の末決載な

ど国の裁断を待つ政治をいつまでも

続けさせてはならない。国の政治に

左右されることがない真の地方分権
の確立に向けて、県民の意見を反映

する県政運営を期待する。働く人た

ちや高齢者、子どもたちの生活の安

bの ために、人と環境にやさしい県

政を追求してもらいたい」
ご韓曝連合代表 ・福島構妻め


